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分子情報・生体統御医学専攻の大学院教育改革　
～世界で活躍する基礎医学研究者の養成に向けて～

高橋　智
人間総合科学研究科教授

はじめに

　筑波大学は、平成14年度までに7大研究

科が整備され、名実共に大学院大学として

の活動を開始している。その中で人間総合

科学研究科　分子情報・生体統御医学専

攻（以下分子情報）では、高次生命体にお

ける情報伝達・統御機構の基礎的側面につ

いての教育・研究に取り組んでいる。本専

攻は、遺伝子・分子・細胞レベルからシス

テムレベルまでを視野に入れた、生体情報

伝達・統御に関する独創的な研究遂行能力

を有した生命科学・医学研究者を育成する

こと、また、それらの成果の臨床応用を柔

軟に志向できる高度職業人を養成すること

を目標としている。本専攻は、統合生理学、

分子細胞生理学、分子生物腫瘍学、分子薬

理学、分子病理学、免疫制御医学、分子発

生生物学、モデル動物学、ゲノム機能学の9

分野からなるが、各分野における学生の教

育に対しては、最先端の研究課題を設定し、

緊密な研究指導を通して、世界レベルで貢

献が成し遂げられることを目標にしている

（http://www.md.tsukuba.ac.jp/public/chs/bunshi/

bunshi.htm参照）。本専攻は、大部分が基礎

医学系所属の教員により構成されており、

医学基礎研究を行う研究室が多いため、博

士課程の教育は、研究室内での on the job 

trainingが中心になされてきた。しかしなが

ら、より幅広い専門知識を有した人材供給

の社会的な要請と、具体的な教育成果を蓄

積しなければならない大学としての必要

性から、大学院教育の実質化が必要になっ

ている。もちろん研究室におけるon the job 

trainingは、将来の医学研究者を養成するた

めに最も効果的な教育であることは明らか

であるが、これまでの様に、その研究室に4

年間在籍し医学博士の学位を取得したとい

うだけでは、社会的に通用しない時代が到

来しつつあるように思われる。そこで医学

5専攻では、大学院教育の実質化を図る教
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育改革に取り組んでおり、分子情報・生体

統御医学専攻としても、その枠組みの中で

大学院教育改革を行っている。平成16年度

に専攻長を務めた立場から、医学 5専攻及

び分子情報として取り組んでいる教育改革

について報告したい。

学位取得要件の厳格化　～学位審査までに

英文論文を必ず筆頭で1編以上書くこと～

　医学 5専攻の学位審査の申請要件は、こ

れまでも英文論文を筆頭で1編以上書くこ

とが求められていたが、絶対的な要件では

なく、非常に優れた研究を行いながらも英

文論文として発表すること無しに卒業して

しまう学生が、少なからず存在していた。

しかしこれは、医学 5専攻の研究成果とし

ては非常に大きな損失だったので、平成 16

年度より学位取得要件として、審査付きの

雑誌に英文論文を筆頭で1編以上発表して

いることを厳格に運用することになった。

実施については多少の混乱があったが、平

成 16年度にはこれまでとほとんど変わら

ない63名の学生が学位を取得しており、61

編の筆頭英文論文が医学5専攻から発表さ

れた。発表された論文の中には非常に優れ

たものもあり、各専攻の研究成果の拡大に

大きく貢献している。

実践英語教育　～英文論文校正のサポート～

　学生が英文論文を書く場合に、まず始め

に問題となることは、言いたいことを英文

としてどの様に表現したら良いかが分から

ないことが上げられる。そこで医学 5専攻

では、英文論文発表を義務付けるとともに、

学生が書く英文論文の校正をサポートする

体制を整備した。具体的には、医学類の英

語を担当している基礎医学系の宮増助教授

にお願いして、大学院学生を対象とする英

文論文の校正指導を、毎週月曜日 2時限目

に行っていただいている。実際に指導を受

けている学生はまだそれほど多くないもの

の、1人で2編の論文指導を受けている学生

もおり、今後の英文発表論文の質の向上が

期待される。

学会発表促進プロジェクト　～もっと学会

で発表しよう～

　分子情報は、将来医学研究者として世界

で通用する人材の育成を目標としているが、

研究者としての成果発表は、その大部分が

論文発表と学会発表によって行われている

ことは事実である。前述の取り組みにより、

分子情報を含めた医学5専攻所属学生の英

文論文発表は飛躍的に増加した。そこで、

もう一つの発表の場である学会での学生発

表を促進する取り組みを、平成16年度の学

内プロジェクトで実施した。平成16年度の



93特集「現場から②大学院教育Ⅰ」

医学 5専攻の学内プロジェクトでは、各専

攻長にも申請の権利が与えられたため、分

子情報所属または分子情報の研究室で研究

を行っている大学院学生の学会への参加費

をサポートするプロジェクトを提案し、採

択された。学生を指導している多くの先生

が常日頃悩んでいることだと思うが、大学

院学生が学会で発表する時に、交通費や宿

泊費を指導教員の研究費や校費から支出す

ることは、手続き上かなり難しい。学生が

非常に良い研究をしているので学会で発表

させたいが、費用が学生の個人負担になっ

てしまうために発表を断念することが少な

からずある。そこで分子情報では、専攻所

属の各グループ長宛に、学生の学会での発

表予定を調査し、一定額を上限に10名の学

生の旅費及び宿泊費の援助を行った。支援

を受けた学生の中には、日本免疫学会や日

本分子生物学会のワークショップで口頭発

表を行った者もおり、学会での発表を促進

することができた。本プロジェクトは研究

指導教員や学生に大変好評だったため、今

後も是非継続を希望したい。

大学院講義の実質化　～レポートを提出し

よう～

　これまでの大学院教育は、各研究室での

on the job trainingを中心になされてきた。し

かしながら社会では、自分の専門領域での

高度な知識および技術とともに、幅広い専

門知識も有していることが博士学位取得者

に求められる様になってきている。学生が

幅広い専門知識を得るためには、専攻のカ

リキュラムとして講義・実習やセミナーを

充実する必要がある。またそれらを受講し

た学生が、十分な知識を取得したかを検証

し、保証する必要も生じてくると考えられ

る。そこで医学5専攻では、平成17年度よ

り医学5専攻の各専攻共通科目として開設

している「医学セミナー」の単位取得につ

いて、出席だけではなくレポートを提出す

ることを義務付けた。医学 5専攻では、「医

学セミナー講演会」の他、非常勤講師によ

る様々なセミナーが多数開催されているが、

その中の任意の3回のセミナーについてレ

ポートを提出してもらい、それを評価する

ことにより「医学セミナー」の単位を認定

する方式に改めた。このことにより、学生

の知識の取得についても有る程度の検証が

可能になるものと考えられる。今後は、各

研究室でのon the job trainingとともに、各分

野の一線で活躍する研究者のセミナーにつ

いてのレポート提出、集中講義や実習の充

実が必要であると考えられる。

今後の展望

　前述したように、分子情報・生体統御医

学専攻は、遺伝子・分子・細胞レベルから
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システムレベルまでを視野に入れた、生体

情報伝達・統御に関する独創的な研究遂行

能力を有した生命科学・医学研究者を育成

すること、また、それらの成果の臨床応用

を柔軟に志向できる高度職業人を養成する

ことを目標としている。このような「世界

で活躍できる人材」を養成するためには、

論文発表や学会報告等を通じて、早期に研

究者コミュニティーに参加することが大変

重要である。今後とも英文論文の発表の支

援や、国際学会参加支援を行うことにより、

世界で活躍できる基礎研究者の養成を行っ

ていきたい。

（たかはし　さとる／分子生物学・発生工学）




